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要 約 

 

本研究では，厳しい養育行動及び緩い養育行動と児童の怒り表出の関連について調査を行った。小

学校 3 年生から 5 年生の児童 176 名を対象に，児童の怒り表出，児童が認知する親の不適切な養育

行動に関する質問紙調査を実施した。その結果，父親の厳しい養育行動及び，母親の厳しい養育行動

は児童の怒りの抑制努力に負の関連を示し，母親の厳しい養育行動は児童の怒りの内在化に正の関連

を示した。父親及び，母親の緩い養育行動は児童の怒りの抑制努力に正の関連を示し，母親の緩い養

育行動は児童の怒りの内在化に負の関連を示した。また，父母の養育行動を同一のモデルで検討する

と，父親の厳しい養育行動が児童の怒りの抑制努力を有意に予測し，母親の緩い養育行動が児童の怒

りの内在化を有意に予測した。 

【キー・ワード】児童期, 感情制御, 厳しいしつけ，甘いしつけ, 怒り 

 

Abstract 

 

    This study investigated relations between dysfunctional discipline practices, harsh discipline 

and lax discipline, and children’s anger expression in a cross-sectional design. 176 third through 

fifth graders rated their parents’ dysfunctional discipline practices, and self-reported anger 

expression. Results indicated that father’s and mother’s harsh discipline were associated 

negatively with children’s anger-control efforts, and mother’s harsh discipline was associated 

positively with children’s anger-in. Father’s and mother’s lax discipline were associated positively 

with children’s anger-control efforts, and mother’s lax discipline was associated negatively with 

children’s anger-in. Structural equation modeling indicated that father’s harsh discipline 

negatively predicted children’s anger-control efforts, and mother’s lax discipline negatively 

predicted children’s anger-in. 

【Key words】 emotion regulation, anger, harsh discipline, lax discipline, middle childhood 
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問題と目的 

 

感情は，個人の状態を自身及び，他者に知らせるシグナルとしての機能を持つ。コミュニケーショ

ンを通じた感情の表出と解読により，対人関係の調整や維持が日常的に行われていることが知られて

いる。状況に適合した形で感情の強度や持続時間が調整され，表出されることは，個人の社会的適応

や精神的健康の維持に重要であると考えられており，このような感情調整のプロセスは「感情制御」

という構成概念として知られている（Gross, Richards, & John, 2006; John & Gross, 2004）。適応的

な感情制御の獲得は，発達過程における重要な課題のひとつであるといえる。 

感情制御の萌芽は乳幼児期に見られ，その後も連続的に発達し，関連する神経系が成熟するのは思

春期以降である（Morris, Silk, Steinberg, Myers, & Robinson, 2007）。児童期になると，怒りの表出

が周囲から支持されにくくなることから，子どもたちが怒り感情を隠すようになることが推察されて

いる（Underwood, 1997）。実際に，感情制御が児童の社会的適応を左右する要因のひとつであると

いう報告もなされている（e.g. Katz, Settler, & Gurtovenko, 2016）。社会的適応問題が出現しやすい

思春期の前段階である児童期は，問題の潜伏時期である可能性も推察されており，調査の必要性が指

摘されてきた（Morris et al., 2007）。 

対人場面で生じることの多い感情制御について社会的文脈の考慮は欠かせない（Cole, Martin, & 

Dennis, 2004）。感情制御の結果ともいえる感情表出のあり方は，文化的表示規則の影響を受けてい

ることが指摘されている（Ekman & Friesen, 1969; 木野, 2000）。個人の感情制御は，脳の成熟や認

知発達と相互作用しながら社会や文化により形成されると考えられる。個人が他者との相互作用を通

して，感情表出に関する社会の価値や知識などを獲得する「社会化」の過程について調査していくこ

とは，感情制御の発達を明らかにするために重要であると推察されている（Morris, et al., 2007）。 

特に，親密な結びつきが見られる「重要な他者」による期待や評価が子どもに与える影響は大きい

（Cooley, 1909; 大橋・菊池, 1970）。現代の日本社会では，家族の小規模化・核家族化により，子ど

もたちは小さな集団の中で社会化を受けており，親が及ぼす影響は，相対的に強まっていることが推

察される（田中, 2018）。親子間では，感情を帯びたやりとりが繰り広げられ，様々な感情が表出され

やすく（Steinberg & Morris, 2001），親子の相互作用は，子どもに感情制御を教えたり，方略のモデ

ルを示したりする機会となり得る（Morris, Cui, Criss, & Simmons, 2018)。 

なかでも，叱責場面は親子両者の感情が揺さぶられる場面であり，重要な社会化場面のひとつであ

ると考えられる。実際に，厳しい養育行動が感情制御の発達に阻害的に働く可能性が示唆されてきた

（Wang, Wang, & Xing, 2018）。親子間でなされる，身体的・心理的な攻撃が他者との関わり方の基

礎となり，家庭外の社会場面において子どもの負の感情が表出されやすい等の適応的でない感情制御

を促進する可能性が推察されている（Parke et al., 1992）。一方で，子どもの行動に制限を設けない

許容性の高い養育や，一貫性のない養育である「緩い養育行動」（lax discipline）については，子ど

もの感情制御との関連を報告している研究は見当たらない。しかし，社会的適応との関連は示されて

おり（e.g. Akhter, Hanif, Tariq, & Atta, 2011; Dishion, Patterson, Stoolmiller, & Skinner, 1991），

叱責場面が感情制御の社会化に関連する場面であるとすれば，緩い養育行動も子どもの感情制御と関
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連する可能性があると考えられる。例えば，子どもの問題行動に対して緩い養育行動がなされる場合，

子どもは制限を受けるべき場面で，大人から制限を受けて自己を抑制する機会が失われてしまうとい

うことが考えられる。このように，緩い養育行動が感情制御の発達にネガティブな影響を及ぼす可能

性について検討の意義があるといえる。 

以上のことから，本研究では，子どもの感情制御の社会化プロセスを明らかにするために，叱責場

面における厳しい養育行動及び，緩い養育行動といった不適切な養育行動と子どもの怒り表出の関連

について検討する。ただし，厳しい養育と，緩い養育行動では，感情表出の異なる側面に影響を与え

ることが推測される。 

仮説は以下の通りである。 

仮説 1: 厳しい養育行動及び，緩い養育行動は，児童の怒り抑制と負の関連がある 

仮説 2: 厳しい養育行動及び，緩い養育行動は，児童の怒り表出と正の関連がある 

仮説 3: 厳しい養育行動は，児童の怒りの内在化と正の関連がある 

 

方 法 

 

協力者 

近隣の公立・私立小学校に依頼し，小学校 3 年生，4 年生，5 年生を対象に，協力者を募り，176 名

が調査対象者となった。そのうち各尺度について，回答が 4 割以上欠測しているものを除いた，小学

校 3 年生, 4 年生, 5 年生の児童 157 名（男子 82 名, 女子 74 名, 無回答 1 名; 3 年生 13 名, 4 年生 67

名，5 年生 77 名）を有効回答者として見なし，分析対象者とした。調査時期は 2019 年 10 月～12 月

であった。 

 

調査手順 

小学校の授業時間の一部を使用し，質問紙調査を実施した。質問紙は一斉配布し，各設問について

調査実施者が読み上げ，児童は一斉回答した。質問紙はすべて持参し，調査実施終了後直接回収した。 

 

材料 

（1）怒り表出 

The State-Trait Anger Expression Inventory（STAXI）の怒り表出尺度（Spielberger, 1988; 日本

語版 鈴木・春木, 1994）を使用し，児童の怒り表出の様子について，児童本人が自己評価を行った。

質問紙の項目については，協力児童にわかりやすい文章になるように部分的な修正を加えた。 

（2）児童が認知する親の不適切な養育行動 

親の養育行動については，The Parenting Scale（PS; Arnold, O’Leary, Wolff, & Acker, 1993; 日

本語版 井澗，2010）を参考に作成した尺度を使用し，児童が認知する親の不適切な養育行動の測定

をした。協力児童に分かりやすい文章になるように，表現等も部分的に修正し，質問項目のうち，“本

意でないことを言う” など保護者の内面を問うような項目や “現実的な脅かしや警告を実行しない
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ことがある” など，児童にとって判断の基準がわかりにくいと考えられる項目は，予め除外した。 

 

倫理的な配慮 

各小学校の学校長に対して研究趣旨を説明し，研究協力の依頼をした。交渉の過程において，質問

紙上の教示や項目の表現に訂正を加えた。実施方法についても相談の上で検討し，協力校の学校長な

らびに担任教諭の理解のもとに実施の同意を得た。児童には，個人の回答が無記名式であり，個人の

回答が特定されることはないこと，質問紙への回答は任意であり，答えたくない場合や中断したくな

った場合には，回答をやめても不利益は生じないことを明記した上で，口頭でも質問紙調査実施者よ

り説明を行った。本研究で得られた結果の一部は，全ての協力校に対してフィードバックを行った。

なお，本研究は，白百合女子大学の人間総合学部「人を対象とする研究」研究倫理審査委員会の審査

を経て，承認されたものである（第 20190001 号）。 

 

分析方法 

事前分析として確認的因子分析を行い，因子構造の確認をした。以降の分析で使用する各因子は，

因子負荷量の高い 4 項目または 5 項目によって構成した。因子間相関で因子同士の関連性を確認し，

共分散構造分析によりモデルの検討を行った。適合性に関して，明確な基準が存在していないことか

ら，複数の適合度指標から適合性を判断した（豊田, 2014）。本研究では，Χ2/ df, Comparative Fit 

Index（以下 CFI と表記する），Standardized Root Mean Square Residual（以下 SRMR と表記す

る）Root Mean Square Error of Approximation（以下 RMSEA と表記する）を，適合度指標として

用いた。Χ2/ df は 2.0 以下のときモデルの適合性が高いとされており，CFI は 1 に近いほどモデル

の適合性が高く，SRMR は 0 に近いほどモデルの適合性が高い，RMSEA は 0.05 以下であれば当

てはまりが良く，0.1 以上であれば当てはまりが悪いとされている（豊田，2014）。分析には統計解析

ソフト R のパッケージ“lavaan”を利用し，完全情報最尤推定法によって欠測値の処理を行い，母数

を推定した。 

 

 

結 果 

 

事前分析 

 各尺度について，原版通りのモデルで確認的因子分析を行った。児童が認知する父親の不適切な養

育行動及び，母親の不適切な養育行動のそれぞれについて，Parenting Scale 日本語版（井澗, 2010）

の通りの 2 因子モデルで，確認的因子分析を行った。その結果，十分な適合度が得られた（Χ2/df= 1.19, 

CFI= .965, SRMR= .057, RMSEA = .035, 90%CI [.000, .056]; Χ2/df= 5.34, CFI= .911, SRMR= .062, 

RMSEA= .051 (90%CI [.032, .069])）。 

次に，児童が自己評価した怒り表出について，日本語版 STAXI（鈴木・春木, 1994）の 3 因子構造

を確認的因子分析により検討したが，十分な適合度は得られず再現されなかった（Χ2/df= 2.47, 
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CFI=.686, SRMR= .092, RMSEA= .091 (90%CI [.082, 0.100])）。児童の怒り表出の因子構造を調べ

るため，探索的因子分析を行い，スクリープロットや因子の解釈可能性から 2 因子解を採用した。原

版では，Anger Control（怒りの制御）に含まれていた項目と，Anger Out（怒りの表出）に含まれて

いた項目が逆転項目となって，本研究における第 1 因子を構成し（例：怒る気持ちをおさえる，怒ら

ないで我慢する，など），原版で Anger In（怒りの抑制）に含まれていた項目が本研究における第 2

因子を構成した（例：周りが思うよりもすごくイライラしている，誰にも知られないように心の中だ

けで悪口をいう，など）。よって，第 1 因子を「怒りの抑制努力」と命名し，第 2 因子を「怒りの内

在化」と命名した。 

以降の分析では，「父親の厳しい養育行動」「父親の緩い養育行動」「母親の厳しい養育行動」「母親

の緩い養育行動」「子どもの怒りの抑制努力」「子どもの怒りの内在化」の 6 つの因子を使用すること

とした。 

 

因子間相関 

因子分析の結果から，因子負荷量の高い 4 項目または 5 項目を観測変数として因子を構成し，6 因

子の確認的因子分析モデルにより因子間相関を算出した（図 1）。父親の厳しい養育行動では，父親の

緩い養育行動，母親の緩い養育行動，児童の怒りの抑制努力に関して 5%水準で有意な負の因子間相

関，母親の厳しい養育行動に関しては有意な正の因子間相関が示された。父親の緩い養育行動では，

母親の緩い養育行動と児童の怒りの抑制努力に関して，有意な正の因子間相関が示された。母親の厳

しい養育行動では，母親の緩い養育行動に関して有意な負の因子間相関，児童の怒りの内在化に関し

て，有意な正の因子間相関が示された。母親の緩い養育行動については，児童の怒りの抑制努力と有

意な正の因子間相関，児童の怒りの内在化と有意な負の因子間相関が示された。 

 

図 1 因子間相関結果 
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モデルの検討 

まず，父母の厳しい養育行動が高い場合，児童の怒りの抑制努力は低下する傾向，児童の怒りの内

在化は上昇する傾向があると仮定して，共分散構造分析によってモデルの検討を行った（図 2）。その

結果，モデルの適合度は許容できる値であった（Χ2/df= 1.83, CFI= .871, SRMR= .067, RMSEA= .073 

(90%CI [.057, .088])）。ただし，父親の厳しい養育行動から児童の怒りの抑制努力へのパスのみが，

5%水準で有意であった。父親の厳しい養育行動から児童の怒りの抑制努力へのパス係数は-0.38 であ

り，父親の厳しい養育行動が高まることで，児童の怒りの抑制努力が低下することが示唆される。 

 

 

図 2 父母の厳しい養育行動と児童の怒り表出に関するモデルにおける標準化推定値 

 

次に，父母の緩い養育行動が高い場合，児童の怒りの抑制努力及び児童の怒りの内在化は低下する

傾向があると仮定して，共分散構造分析によってモデルの検討を行った（図 3）。その結果，モデルの

適合度は許容できる値であった（Χ2/df= 1.73, CFI=.865, SRMR=.066, RMSEA =.068, 90%CI 

[.054, .082]）。ただし，母親の緩い養育行動から児童の怒りの内在化へのパスのみが，5％水準で有意

であった。母親の緩い養育行動から児童の怒りの内在化へのパス係数は，-0.46 であり，母親の緩い

養育行動が高まることで，児童の怒りの内在化は低下することが示唆される。 
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図 3 父母の緩い養育行動と児童の怒り表出に関するモデルにおける標準化推定値 

 

考 察 

 

児童の怒り表出の因子構造について 

本研究では，児童の怒り表出について，先行研究と異なる因子構造が確認された。STAXI につい

て，対象年齢は明記されていないが，質問項目の内容から高校生以上が対象であると考えられている

（吉田・堀, 2001）。児童期の認知能力は，発達途上であり，効果的な認知方略の使用が徐々に可能に

なる時期であるといえる（Band & Weisz, 1988; Pons, Harris, & Rosnay, 2004）。本研究で対象とな

っていた児童期の子どもでは，怒りをコントロールすることと，表出をしないように心がけることは，

区別されず同じ因子が背景にあると考えられる。一方で，児童期の子どもにとって，怒りをコントロ

ールしようと心がけることと，怒りを心の中に抱いたまま持続させるということとの間には区別がな

されていることが示唆された。児童期の子どもでは，思春期以降に見られるような緻密な心的構造は

まだ構築されていない可能性が推測された。しかしながら，本研究の分析対象者の数は 157 名であ

り，今後も児童期の怒り表出の因子構造を検討していく余地があると考えられる。 

 

モデルの検討について 

本研究では，子どもの感情制御の社会化プロセスを明らかにすることを目的に，仮説の検討を行っ

た。まず，厳しい養育行動については，児童の怒り抑制と負の関連，児童の怒り表出と正の関連，児

童の怒りの内在化と正の関連があるという仮説を立てた。ただし，児童の怒り表出に関して，先行研

究と異なる因子構造を採用したため，「怒り抑制」及び「怒り表出をしないこと」は，「怒りの抑制努

力」という同一因子として扱った。因子間相関の分析結果から，父親の厳しい養育行動と児童の怒り
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の抑制努力との間には有意な負の相関，母親の厳しい養育行動と児童の怒りの内在化との間には有意

な正の相関が認められたことから，仮説は部分的に支持されたといえる。 

母親の厳しい養育行動は児童の怒りの抑制努力と有意な因子間相関は示されなかったが，父親の厳

しい養育行動は有意な負の因子間相関が示された。このことから，父親と母親で物理的な距離及び，

心理的な距離が異なるために（戸田, 2009），両親が似たような行動をとったとしても，それらの行動

は，子どもにとって異なる意味をもつことが推察される。一般的に，父親は，母親に比べ物理的な距

離及び，心理的距離が遠いために，厳しい養育行動に対して児童が敵意を感じやすいことが考えられ

る。Wang et al. (2018) では，母親に比べ，父親の厳しい養育行動は，敵意と認識されやすく，児童

に感情的な興奮が引き起こされ，ストレス反応を生じさせる可能性が指摘された。頻繁なストレス反

応は，感情制御の中枢である前頭葉を委縮させ，感情制御の発達を阻害する可能性により，父親の厳

しい養育行動と怒りの抑制努力の負の相関を部分的に説明することができると考えられる。 

子どもの怒りの内在化については，父親の厳しい養育行動では有意な因子間相関が示されず，母親

の厳しい養育行動で有意な相関を示された。母子関係では，両者の心理的距離が近いために，母親の

厳しい養育行動を児童は敵意として認識することなく受け入れられやすいということが考えられる。

しかしながら，母子は父子に比べ，長い時間を共に過ごすため，子どもは母親による厳しい養育行動

に頻繁にさらされやすいことが推察される。日本の怒り感情の表示規則では，立場によって怒りが表

出される程度が異なることが知られており，特に，目下の個人から目上の個人への怒り感情の表出は

抑制されやすい（木野, 2000; Matsumoto, 1990; Matsumoto, & Kudo, 1996）。頻繁に起こる厳しい

養育行動に対して，立場の弱い児童は，怒りを表出することなく叱責場面に対応することで，怒りを

内在化させる感情調節のパターンを身につけやすいと考えられる。しかしながら，父母の厳しい養育

行動と児童の怒り表出について作成したモデルの中では，母親の厳しい養育行動から児童の怒りの内

在化へのパスは有意ではなかった。このことから，他の要因と同一のモデルで検討した際には，母親

の厳しい養育行動にはそれほど意味のある効果はないということが示唆される。 

次に，緩い養育行動については，児童の怒り抑制と負の関連，児童の怒り表出と正の関連があると

いう仮説を立てた。先述した通り，児童の怒り表出に関して，先行研究と異なる因子構造を採用した

ため，「怒り抑制」及び「怒り表出をしないこと」は，「怒りの抑制努力」という同一因子として扱っ

た。因子間相関の分析結果から，父親の緩い養育行動と児童の怒りの抑制努力に有意な正の相関が示

され，母親の緩い養育行動と児童の怒りの抑制努力の間に有意な正の相関，児童の怒りの内在化との

間には有意な負の相関が示されたことから，仮説は支持されなかった。 

仮説に反し，父母の緩い養育行動はどちらも児童の怒りの抑制努力と正方向に関連していた。児童

が認知する緩い養育行動が，児童に対する温かさや理解，共感と重なる効果をもつ可能性が推測され

る。例えば，親の温かさは厳しいしつけにバッファー効果を与えることがいくつかの研究で報告され

ており（Deater-Deckard, Ivy, and Petrill, 2006; Grusec & Goodnow, 1994），おそらく児童が認知す

る親の養育行動の緩さには，親が子どもの行動に対してある程度制限を加えている上での緩さが想定

されており，不適切な養育行動としての緩さとは，異質なものである可能性が考えられる。また，質

問紙の項目には「（児童が）行儀の悪いことをした時～」や「してはいけないことをした時～」という
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表現が含まれており，児童自身が「注意されるべき」であるという認識をもっている行動に対して尋

ねるような内容であったため，「不適切な緩さ」が測定できているかどうかは，検討の余地があると

いえる。また，母親の緩い養育行動と子どもの怒りの内在化の関連については，仮説は設定されてい

なかったが，本研究の結果から，有意な負の相関が認められた。おそらく，児童が認知する母親の養

育行動の緩さは，ある程度対等な関係性を背景に推測することで，怒りの内在化との負の関連を部分

的に説明することが可能であると考えられる。 

父親と母親の厳しい養育行動と子どもの怒り表出についてのモデルでは，父親の厳しい養育行動の

みが，有意に児童の怒りの抑制努力を予測した。父親と母親の緩い養育行動と子どもの怒り表出につ

いてのモデルでは，母親の緩い養育行動のみが，有意に児童の怒りの内在化を予測した。父親と母親

を同一のモデルで検討することで，行動主体による効果の違いを確認することができたことは，本研

究の重要な知見であったといえる。 

 

本研究の限界と今後の課題 

本研究の限界について，第一に質問紙調査を用いた横断的研究であることが挙げられる。親の不適

切な養育行動から児童の怒り表出への因果を想定し，モデルの作成及び，検討を行ったが，横断的研

究であるため実際の因果効果については明らかになっていない。縦断的にデータを収集し親の不適切

な養育行動から児童の怒り表出への影響を検討していくことが今後の課題である。 

次に，児童の学年，性別，家族形態を考慮していない点が挙げられる。児童期の子どもの感情制御

が発達途中であることから，年齢による感情制御のあり方の違いを丁寧に確認していくことは重要で

あるといえる。また，性別によって社会や文化から受ける社会化は異なる場合があることから，感情

の表出に性差が見られる可能性がある。さらに，家族形態については，本研究から行動主体によって

関連の大きさが異なることが示唆され，母子家庭や父子家庭では，親の養育行動が児童にとって異な

った意味をもつ可能性があるといえる。異なる母集団について，親の不適切な養育行動と児童の怒り

表出の関連を確認することを今後の課題としたい。 

最後に，本研究では，怒り感情に限定した検討が行われていることが限界としてあげられる。叱責

場面で親子に生じる感情は怒りだけとは限らない。叱責場面で生じるどのような感情がどのように制

御されており，また叱責場面における感情制御が日常場面の感情制御とどのように関連しているのか

ということについて丁寧に見ていく必要があるといえる。加えて，今回対象とした児童の怒り表出に

ついては，児童の自己評価を用いて分析を行ったが，児童期の子どもがどの程度自分の怒り表出を客

観的に捉えることができているかについては検討の余地がある。養育者や教師といった他者からの評

価の使用，行動観察や生理学的指標などを用いて児童の感情制御を捉えて研究を行うことも今後の課

題としたい。 
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